
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揖斐川町第２次男女共同参画プラン 概要版 

発行年月日：2019 年（平成 31 年）３月 
発行・編集：揖斐川町 企画部 政策広報課 

〒501-0692 岐阜県揖斐郡揖斐川町三輪 133 

TEL 0585-22-2111  FAX 0585-22-4496 
http://www.town.ibigawa.lg.jp 

このプランは、 

○「男女共同参画社会基本法」第 14 条第３項に基づいた男女共同参画社会の促進に関する施策につい

てまとめた「市町村男女共同参画計画」です。 

○「女性活躍推進法」第 6条第 2項に基づき、女性の職業生活における活躍の推進に関する施策につい

てまとめた「市町村推進計画」です。 

○「ＤＶ防止法」第２条の３第３項に基づき、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策

の実施についてまとめた「市町村基本計画」です。 

回答者数＝845

１．家庭生活の中

２．職場

３．学校教育の場

４．政治の場

５．法律上や制度上

６．社会通念・習慣・しきたり

７．家業の後継者選び

８．地域の中

９．ボランティアなど団体活動の場

10．社会全体
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「次にあげる１～10 で、男女の地位が平等になっていると思いますか」とお聞きしたところ、下記

のような結果となりました。 

『学校教育の場』『ボランティアなど団体活動の場』では“平等”という意見が多い一方で、『社会通念・

習慣・しきたり』などでは“男性が優遇”“どちらかといえば男性が優遇”という声が半数を超えています。 

揖斐川町マスコットキャラクター 
かっぱの河太郎 

［ 男女の地位について ］ 

男性が優遇 どちらかといえば男性が優遇 平等

どちらかといえば女性が優遇 女性が優遇 わからない

無回答

 

「男だから」「女だから」「これは男の仕事」「これ

は女の仕事」というように、性別によって役割や仕

事を決めつけたり、押しつけたりするのではなく、

「自分らしく」「その人らしく」それぞれに個性と

能力を発揮し、男女がともに認め合い支え合う取

り組みのことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.5％ 
（平成 29 年度） 

％
850 人 

（平成 29 年度） 

人
59.2％ 

（平成 30 年度） 

％ 

14.3％ 
（平成 30 年度） 

％ 
18.5％ 

（平成 30 年度） 

％
19.3％ 

（平成 29 年度） 

％

男性 26.2％ 
女性 14.3％ 

（平成 30 年度） 
 

男性 ％

女性 ％ 3 回 
（平成 29 年度） 

回 

広報誌などの紙媒体や、いびがわチャンネル、ホームページなど音声・映像媒体の活用し、町民への

男女共同参画の情報提供や周知を行います。 

固定的性別役割分担意識にとらわれることなく、誰もが男女共同参画について正しく認識できるよ

う、様々な機会を通して分かりやすい広報・啓発活動を行います。 

さらに、次世代を担う子どもたちへの、より重点的な男女共同参画を進める教育・学習を推進します。 

男女がともに責任をもって家庭、地域活動を担い、社会の様々な分野に参画できるよう、社会的支援の充実と環境整備に努めます。 

また、男女共同参画に配慮したまちづくりなど住民に直結する様々な課題に対して、活動を行うための支援や周知啓発と、地域で暮らす一人ひと

りの地域活動への参画を促進します。 

審議会等委員における女性委員の登用状況を把握し、登用促進を働きかけます。 

 

行政から雇用における男女の機会均等や育児・介護休業について再認識と実行

への取り組みを進め、事業所においても固定的な性別役割分担意識の払拭につい

て働きかけます。 

 

ます、 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等や、女性活躍推進に係る国

の助成制度等に関する情報提供を行うとともに、結婚や育児等で離職した女性の

再就職に向けた情報提供やセミナーの充実を図ります。 

 

① 雇用における男女の機関均等と多様な働き方の促進 

② 女性の能力発揮支援、就業支援、起業支援 

男女共同参画の視点に立ち、障がい者、高齢者、ひとり親家庭、外国人等の社会参加

への支援を行うとともに、自立支援に向けた必要なサービスの充実に努めます。 

関係機関との連携を強化し、ＤＶ被害者が安心して相談できる体制の強化を図り、支

援体制を充実していくとともに、ＤＶ被害者が自立した生活を送ることができるよう各

種支援を提供します。 

防災やまちづくりの分野などでの固定的な性別役割分担を見直し、災害現場や避難場

所において女性の視点に立った配慮がなされるよう取り組みを進めます。 

性別、年齢に関係なく誰もが仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、様々な活動について、自ら希望

するバランスで展開できる状態のこと。 

配偶者やパートナーなど身近な関係にある男女間で行われる、生命や身体に危害を及ぼす暴力行為、又はそれに準

ずる心身に有害な影響を及ぼす行為のこと。 

揖斐川町マスコットキャラクター 
かっぱの河太郎 

「男女共同参画」と聞くと、難しく感じられるかもしれません。しかし、私たちにとって実は身近なことでもあるんです。 

例えば、家庭や地域、職場など、性別による固定的な役割分担を疑問に思うことや、個性をもっと活かせたらと思うことはありませんか？ 

このような課題を解決するためにも、それぞれの能力や個性を活かすことができる地域社会をみんなで目指しましょう。 


